
 

研究課題名 アレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法の効果に関する臨床観察 

研究の意義・

目的 

アレルギー性鼻炎の治療における、スギ、ダニに対する舌下免疫療の短期および長期の臨床効果、

継続状況、副反応の状況を外来患者の観察研究にて明らかにすることです。 

研究を行う 

期間 
倫理委員会承認後～ 2025 年 5月 

研究協力をお

願いしたい方

(対象者） 

2016 年 7 月 1 日～2025 年 3 月 31 日に大阪市立大学医学部附属病院の耳鼻咽喉科で、アレ

ルギー性鼻炎の診断を受け、スギ・ダニに対する舌下免疫療法を行った方が対象となります。 

協力をお願い

したい内容と

研究に使わせ

ていただく試

料・情報等の

項目 

診療の過程で得られた下記項目を本研究に使用させてください。 

血液検査結果：総IgE、特異的IgE、好酸球数 

患者基本情報：年齢、性別、合併症、併用薬 

その他の項目：鼻腔内視鏡所見、呼吸機能、呼気中一酸化窒素濃度、アレルギー症状記

録用紙、日本アレルギー性鼻炎標準QOL調査票、ニューキャッスル喉頭過敏質問表、頭

頸部アンケート、Fスケール、自律神経機能 

情報の他機関

への提供 

共同研究機関南大阪病院耳鼻咽喉科、和泉市立総合医療センター耳鼻咽喉科から試料・情報の提供

を受けて研究を実施します。 

この研究を行

っている共同

研究機関 

この研究は大阪市立大学医学部附属病院耳鼻咽喉科のみで行います。 

下記施設から情報の提供のみを受けます 

所属：南大阪病院 耳鼻咽喉科 氏名：宮田 啓史 

所属：和泉市立総合医療センター 耳鼻咽喉科 氏名：齋藤 和也 

試料・情報を

管理する責任

者 

大阪市立大学大学院医学研究科 耳鼻咽喉病態学 研究責任者 阪本 浩一 

本研究の 

利益相反 

利益相反の状況については大阪市立大学利益相反マネジメント委員会に報告し、その指示を受け

て適切に管理します。 

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

研究に協力を

したくない 

場合 

下記に連絡することでいつでも本研究への協力を拒否することができます。また、研究への協力を

断っても、診療に関する不利益等を受けることはありません。 

連絡先 

大阪市立大学大学院医学研究科 耳鼻咽喉病態学 

（担当者氏名）阪本 浩一 

電話番号：（06）6645-3871 

メールアドレス：sakamoto＠med.osaka-cu.ac.jp 


